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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレキャストコンクリート製の柱部と当該柱部から下方向に向って延出する鋼製芯材と
を有する地下階柱を地盤に形成した掘削孔に挿入し、前記鋼製芯材の下端部を基礎杭の杭
頭部に埋設する工程と、
　前記鋼製芯材の周囲に硬質粒状材料を投入し、少なくとも前記柱部の下端面と前記基礎
杭の上端面との間に位置する前記鋼製芯材を前記硬質粒状材料で根固めする工程と、
　前記硬質粒状材料の上側に掘削残土を投入し、当該掘削残土で前記柱部の周囲の空間を
埋め戻す工程と、を含むことを特徴とする地下階柱の設置方法。
【請求項２】
　プレキャストコンクリート製の柱部と当該柱部から下方向に向って延出する鋼製芯材と
を有する地下階柱を地盤に形成した掘削孔に挿入し、前記鋼製芯材の下端部を基礎杭の杭
頭部に埋設する工程と、
　前記鋼製芯材の周囲に硬質粒状材料を投入し、前記地下階柱のうち少なくとも基礎躯体
に埋設される部位を前記硬質粒状材料で根固めする工程と、
　前記硬質粒状材料の上側に掘削残土を投入し、当該掘削残土で前記柱部の周囲の空間を
埋め戻す工程と、
　トップスラブを構築し、当該トップスラブを前記地下階柱に支持させる工程と、
　前記トップスラブの下側を掘削する工程と、
　前記基礎躯体の床付面上に前記硬質粒状材料を敷き均して下地層を形成する工程と、
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　前記下地層上に前記基礎躯体用のコンクリートを打設し、前記杭頭部から露出した前記
鋼製芯材を前記基礎躯体に埋設する工程とを含むことを特徴とする地中構造物の構築方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地下階柱の設置方法および地中構造物の構築方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地中構造物（建物の地下階を含む）の柱の芯材となる構真柱を地中に設置した後に、構
真柱の上部にトップスラブ（先行スラブ）を構築し、その後、トップスラブの下側を掘削
して地中構造物を構築する方法（いわゆる逆打ち工法）が知られている。なお、構真柱は
、多くの場合、Ｈ形鋼等の鉄骨からなる。
【０００３】
　一般的な逆打ち工法では、地盤を掘削して構真柱を露出させた後に、構真柱の周囲にコ
ンクリートを打設することで柱を構築しているが、構真柱の一部をプレキャストコンクリ
ート部材に置き換えたユニット（以下、「地下階柱」という。）を使用することで、コン
クリートの打設作業を簡略化した逆打ち工法も知られている（特許文献１～３参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開昭６２－８６２４２号公報
【特許文献２】特開昭６３－６７３４４号公報
【特許文献３】特開平８－６８０５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１，２の逆打ち工法では、地下階柱の周囲を掘削残土等で埋め戻した状態でそ
の後の工程を行っている。ところが、特許文献１，２の地下階柱は、トップヘビーな構造
であるが故に、床付け掘削時に所定の据付位置から移動してしまう虞がある。
【０００６】
　また、特許文献１，２の地下階柱においても、鉄骨が剥き出しになった部分（すなわち
、基礎躯体に埋設される部分）が存在しているので、基礎躯体用のコンクリートを打設す
る際には、鉄骨表面に固着した埋戻土（掘削残土）を念入りに清掃する必要がある。
【０００７】
　このような観点から、本発明は、プレキャストコンクリート部分を含む地下階柱の設置
方法であって、建込み後に行われる工程において地下階柱の据付位置にズレが発生し難く
、かつ、基礎躯体用コンクリートの打設前に行う清掃作業を軽減することが可能な地下階
柱の設置方法を提供することを課題とし、さらには、この地下階柱の設置方法を含む地中
構造物の構築方法を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る地下階柱の設置方法は、プレキャストコンクリート製の柱部と当該柱部か
ら下方向に向って延出する鋼製芯材とを有する地下階柱を地盤に形成した掘削孔に挿入し
、前記鋼製芯材の下端部を基礎杭の杭頭部に埋設する工程と、前記鋼製芯材の周囲に硬質
粒状材料を投入し、少なくとも前記柱部の下端面と前記基礎杭の上端面との間に位置する
前記鋼製芯材を前記硬質粒状材料で根固めする工程と、前記硬質粒状材料の上側に掘削残
土を投入し、当該掘削残土で前記柱部の周囲の空間を埋め戻す工程と、を含むことを特徴
とする地下階柱の設置方法である。
【０００９】
　「硬質粒状材料」とは、掘削泥水や地下水によって解泥・変質しない粒状の硬質材料（
例えば、砕石、スラグ、コンクリート片等）の総称である。
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【００１０】
　本発明によると、柱部の下側に延出する鋼製芯材が硬質粒状材料によって根固めされる
ようになるので、単なる掘削残土で根固めした場合に比べて、地下階柱の据付位置がずれ
難くなる。また、本発明によると、泥状になり難い硬質粒状材料によって鋼製芯材が覆わ
れることになるので、鋼製芯材の表面に泥等が固着し難くなり、その結果、基礎躯体用コ
ンクリートを打設する前に行う鋼製芯材の清掃作業を軽減することが可能になる。
【００１１】
　本発明に係る地中構造物の構築方法は、プレキャストコンクリート製の柱部と当該柱部
から下方向に向って延出する鋼製芯材とを有する地下階柱を地盤に形成した掘削孔に挿入
し、前記鋼製芯材の下端部を基礎杭の杭頭部に埋設する工程と、前記鋼製芯材の周囲に硬
質粒状材料を投入し、前記地下階柱のうち少なくとも基礎躯体に埋設される部位を前記硬
質粒状材料で根固めする工程と、前記硬質粒状材料の上側に掘削残土を投入し、当該掘削
残土で前記柱部の周囲の空間を埋め戻す工程と、トップスラブを構築し、当該トップスラ
ブを前記地下階柱に支持させる工程と、前記トップスラブの下側を掘削する工程と、前記
基礎躯体の床付面上に前記硬質粒状材料を敷き均して下地層を形成する工程と、前記下地
層上に前記基礎躯体用のコンクリートを打設し、前記杭頭部から露出した前記鋼製芯材を
前記基礎躯体に埋設する工程とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　本発明によれば、鋼製芯材の周囲に投入した硬質粒状材料を床付面に敷き均すこととし
たので、割栗石等の搬入作業を省略あるいは軽減することが可能になる。
【００１３】
　なお、本発明における「地中構造物」には、その全体が地下に構築される構造物のみな
らず、ビル等の地下階など地上構造物の地下に構築される構造物も含まれる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、地下階柱の据付位置にズレが発生し難くなり、かつ、基礎躯体用コン
クリートの打設前に行う清掃作業を軽減することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　添付した図面を参照しつつ、本発明を実施するための最良の形態の一例を詳細に説明す
る。なお、以下の実施形態では、ビル等の地下階を構築する場合を例示するが、本発明の
適用対象を限定する趣旨ではない。
【００１６】
　本実施形態に係る地中構造物の構築方法は、地下階柱設置工程（図１および図２参照）
と、トップスラブ構築工程（図３の（ａ）参照）と、地下中間階構築工程（図３の（ｂ）
参照）と、基礎躯体構築工程（図４参照）とを含むものである。
【００１７】
　地下階柱設置工程（本実施形態に係る地下階柱の設置方法）は、図１および図２に示す
ように、地下階柱１を地盤中に設置する工程である。
【００１８】
　地下階柱１は、図１の（ａ）に示すように、プレキャストコンクリート製の柱部１ａと
、柱部１ａから下方向に向って延出する鋼製芯材１ｂとを具備している。柱部１ａは鉄筋
コンクリートからなり、鋼製芯材１ｂは鉄骨（例えば、Ｈ形鋼）からなる。鋼製芯材１ｂ
の上部は、柱部１ａに埋設されている。柱部１ａの構成に制限はなく、例えば、単一のプ
レキャスト部材にて柱部１ａを構成してもよいし、複数のプレキャスト部材を上下方向に
連設して柱部１ａを構成してもよい。
【００１９】
　本実施形態の地下階柱設置工程には、削孔工程、鉄筋籠挿入工程、地下階柱挿入工程（
図１の（ａ）参照）、杭用コンクリート打設工程（図１の（ｂ）参照）、下部埋戻し工程
（図２の（ａ）参照）、上部埋戻し工程（図２の（ｂ）参照）などが含まれている。



(4) JP 5140515 B2 2013.2.6

10

20

30

40

50

【００２０】
　削孔工程は、支持地盤（図示略）に達する掘削孔Ａ（図１の（ａ）参照）を形成する工
程であり、鉄筋籠挿入工程は、基礎杭２用の鉄筋籠２ａ（図１の（ａ）参照）を掘削孔Ａ
に建て込む工程である。なお、掘削孔Ａの上端部には、孔壁の崩落を防ぐための図示せぬ
ケーシングを挿入する。
【００２１】
　地下階柱挿入工程は、図１の（ａ）に示すように、地下階柱１を掘削孔Ａに建て込む工
程である。地下階柱１を建て込む際には、例えば、ヤットコ（延長治具）Ｙを接続した地
下階柱１を図示せぬクレーン等で掘削孔Ａ内に吊り下ろし、鋼製芯材１ｂの下端部を鉄筋
籠２ａの上端部に挿入しつつヤットコＹの側面に付設したブラケットＢを保持架台Ｋの上
面に載置すればよい。地下階柱１の水平位置は、保持架台Ｋに取り付けた図示せぬジャッ
キを利用して調整する。具体的には、例えば、ヤットコＹの前後左右の四箇所にジャッキ
を配置し、ヤットコＹを挟んで対向する一対のジャッキを適宜伸縮させることで、地下階
柱１の水平位置を調整すればよい。また、地下階柱１の高さ位置は、保持架台Ｋとブラケ
ットＢとの間に介設した図示せぬジャッキを利用して調整する。ちなみに、柱部１ａの上
端はトップスラブ５を支える大梁５ａ（図３の（ａ）参照）の下端と一致させ、柱部１ａ
の下端は基礎躯体９（図４の（ｂ）参照）の天端よりも若干下側に位置させる。
【００２２】
　杭用コンクリート打設工程は、図１の（ｂ）に示すように、基礎杭２用のコンクリート
を打設する工程である。コンクリートを打設する際には、地下階柱１と掘削孔Ａの孔壁と
の間に挿入した図示せぬトレミー管を利用する。杭用コンクリート打設工程を経ると、鋼
製芯材１ｂの下端部が基礎杭２の杭頭部に埋設される。基礎杭２用のコンクリートが所定
の強度に達したら、ヤットコＹを取り外し、掘削孔Ａの上端部に設けた図示せぬケーシン
グに地下階柱１を固定する。なお、杭用コンクリート打設工程を行った後に、地下階柱挿
入工程を行っても差し支えない。
【００２３】
　下部埋戻し工程は、図２の（ａ）に示すように、鋼製芯材１ｂの周囲に硬質粒状材料３
を投入する工程である。硬質粒状材料３は、掘削泥水や地下水によって解泥・変質しない
粒状の硬質材料（例えば、粒径が２０ｍｍ～４０ｍｍの砕石、スラグ、コンクリート片等
）からなる。硬質粒状材料３を充填する範囲に制限はないが、地下階柱１のうち、少なく
とも基礎躯体９（図４の（ｂ）参照）に埋設される部位の周囲に硬質粒状材料３を充填す
ることが望ましい。本実施形態では、鋼製芯材１ｂの露出部分（柱部１ａの下端面と基礎
杭２の上端面との間に位置する部分）の周囲の空間と柱部１ａの下端部の周囲の空間とに
硬質粒状材料３を充填している。
【００２４】
　上部埋戻し工程は、図２の（ｂ）に示すように、埋戻材４を硬質粒状材料３の上側に投
入する工程である。本実施形態では、掘削孔Ａを削孔する際に発生した残土を埋戻材４と
する。なお、残土が汚泥である場合には、乾燥処理または固化処理したものを埋戻材４と
すればよい。
【００２５】
　上記した各工程を含む地下階柱設置工程（本実施形態に係る地下階柱の設置方法）が完
了したならば、図３の（ａ）に示すように、トップスラブ構築工程に移行する。
【００２６】
　トップスラブ構築工程は、図３の（ａ）に示すように、建物１階の床スラブとなるトッ
プスラブ５を構築し、このトップスラブ５を地下階柱１，１に支持させる工程である。本
実施形態のトップスラブ構築工程には、土留壁Ｗ，Ｗの内側において地盤を所定深さまで
掘削する工程（一次掘削工程）、トップスラブ５用の型枠や鉄筋（図示略）を配置する工
程、型枠内にコンクリートを打設する工程などが含まれている。なお、本実施形態のトッ
プスラブ５は、隣り合う地下階柱１，１の上端部同士を繋ぐ大梁５ａと一体に形成され、
大梁５ａを介して地下階柱１，１に支持される。トップスラブ５は、トップスラブ構築工
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程以後の工程を行う際の作業床となる。
【００２７】
　地下中間階構築工程は、図３の（ｂ）に示すように、地下中間階の床スラブとなる中間
スラブ６や地下階柱１，１の中間部同士を繋ぐ大梁６ａなどを構築する工程である。本実
施形態の地下中間階構築工程には、トップスラブ５の下側の地盤を中間スラブ６や大梁６
ａの構築予定位置の下側まで掘削する工程（二次掘削工程）、中間スラブ６用の型枠や鉄
筋（図示略）を配置する工程、型枠内にコンクリートを打設する工程などが含まれている
。
【００２８】
　なお、地下中間階を構築しない場合には、地下中間階構築工程を省略し、複数の地下中
間階を構築する場合には、地下中間階構築工程を繰り返せばよい。また、中間スラブ６や
大梁６ａは、地下躯体９（図４の（ｂ）参照）を構築した後に構築してもよい。
【００２９】
　基礎躯体構築工程は、図４の（ａ）および（ｂ）に示すように、トップスラブ５の下方
に基礎躯体９を構築する工程である。なお、図示は省略するが、本実施形態の基礎躯体９
は、隣り合う基礎杭２，２の上端部同士を繋ぐ基礎梁と、最下階の床スラブと、を具備し
ている。
【００３０】
　本実施形態の基礎躯体構築工程には、床付け掘削工程、下地層形成工程、打設準備工程
、基礎躯体用コンクリート打設工程などが含まれている。
【００３１】
　床付け掘削工程は、中間スラブ６の下側の地盤を基礎躯体９の構築予定位置の下側まで
掘削する工程である。
【００３２】
　下地層形成工程は、鋼製芯材１ｂの周囲に投入されていた硬質粒状材料３（図３の（ｂ
）参照）を床付面上に敷き均して下地層７を形成する工程である。硬質粒状材料３の量が
不足している場合には、不足分に相当する量の割栗石等を搬入する。
【００３３】
　打設準備工程は、下地層７上に捨てコンクリート８を打設するとともに、硬化した捨て
コンクリート８上に基礎躯体９用の型枠や鉄筋を配置する工程である。
【００３４】
　基礎躯体用コンクリート打設工程は、図４の（ｂ）に示すように、捨てコンクリート８
上や型枠内に基礎躯体９用のコンクリートを打設し、基礎杭２の杭頭部から露出した鋼製
芯材１ｂを基礎躯体９に埋設する工程である。なお、基礎躯体用コンクリート打設工程に
先立って、柱部１ａの下端部および鋼製芯材１ｂの露出部分（すなわち、基礎躯体９に埋
設される部分）に対して清掃を行う。本実施形態では、柱部１ａの下端部および鋼製芯材
１ｂの露出部分の周囲に、泥状になり難い硬質粒状材料３を充填していたので、鋼製芯材
１ｂ等の表面に泥等が固着し難く、したがって、泥状になり易い掘削残土で埋め戻した場
合に比べて、清掃作業が容易になる。
【００３５】
　本実施形態に係る地中構造物の構築方法は、以上のような工程を含むものであり、上記
各工程を経ることで、地中構造物（地下階）を構築することができる。
【００３６】
　本実施形態に係る地下階柱の設置方法によると、地下階柱１の鋼製芯材１ｂが硬質粒状
材料３によって根固めされるようになるので、単なる掘削残土で根固めした場合に比べて
、地下階柱１の据付位置がずれ難くなる。また、本実施形態に係る地中構造物の構築方法
によると、鋼製芯材１ｂの周囲に投入した硬質粒状材料３を床付面に敷き均すこととした
ので、割栗石等の搬入作業を省略あるいは軽減することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
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【図１】（ａ）および（ｂ）は、本発明の一実施形態に係る地下階柱の設置方法および地
中構造物の構築方法を説明するための模式的な断面図である。
【図２】（ａ）および（ｂ）は、図１の（ｂ）に続く工程を説明するための模式的な断面
図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は、図２の（ｂ）に続く工程を説明するための模式的な断面
図である。
【図４】（ａ）および（ｂ）は、図３の（ｂ）に続く工程を説明するための模式的な断面
図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１　　地下階柱
　１ａ　柱部
　１ｂ　鋼製芯材
　２　　基礎杭
　３　　硬質粒状材料
　４　　埋戻土
　５　　トップスラブ
　６　　中間スラブ
　７　　下地層
　８　　捨てコンクリート
　９　　基礎躯体
　Ａ　　掘削孔

【図１】 【図２】
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